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はじめに 
 
 いま日本女性の11人に一人が乳がんにかかるといわれ、亡くなる方は増え続けています。 

乳がんは予防することはできませんが、早期発見であれば90％以上が治癒します。早期発見

は知識さえあれば可能です。自己検診を行い、精度の高いマンモグラフィ検診などの画像診断

が受けられると、より早期発見率は高まります。 

 2000年春、私たちは乳がん早期発見による死亡数低下を願い、乳房健康研究会を組織しまし

た。セミナー、出版、ピンクリボンバッジ運動、ウオーク＆ラン大会など社会性の高い事業活動

を行っており、2003年2月、日本の乳がん啓発団体で初めて特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）

の認証を受け、 2011年4月には認定NPO法人の認証を受けるに至りました。 

 

 

 

乳がんにやさしい社会に向けて 

  

 2013年に創設したピンクリボンアドバイザー制度も6年目となりました。ピンクリボンアドバイ

ザーアニュアルミーティングやワークショップキャラバンなどのサポート事業を行うことで、ピンク

リボンアドバイザーによる啓発活動が全国的に活性化しています。その効果もあり第7回ピンク

リボンアドバイザー認定試験は過去最高の受験者を得ることができました。 

 こうした中で当会独自の事業プログラムを期待する機運が高まって参りました。そこで、政府

が推進する「がん対策推進基本計画」のもと、がん教育を行うことが学習指導要領に明記され

たことを受け、学校をサポートする事業として「ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロ

ジェクト」を立ち上げました。がんの体験者の経験、生徒の未来、両親や先生方の今を結ぶこの

プロジェクトは、2019年からの授業開始を前に大きな期待が寄せられています。 

内外のピンクリボン団体や企業とのタイアップも広がり、ピンクリボンウオークハワイ研修会、企

業見学、などの活動も好評を博しました。東京都や墨田区、新宿区といった自治体との協働企

画も拡大しています。 

今後一層充実した活動を展開するために情報環境の整備や人材活用のための情報収集等を

行うとともに、世界を視野に活動を展開し、20周年を迎える2020年にはさらなる飛躍ができるよ

う着実に準備を続けて参ります。  
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４．ピンクリボン 
  ワークショップキャラバン 
 
 

１．ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２０１８活動トピックス 

ピンクリボンアドバイザーによる 
がん教育プロジェクト スタート 

 
 
学校におけるがん教育が始まり、外部講師の活用が推進されている。一方、ピンクリボンアドバイザーの中で
乳がん経験者は全体の４割で、彼女らは、自身の経験を活かして啓発活動をしたい、社会に貢献したいという
気持ちを持っている。がん経験者の支援にもなり、社会に必要な取り組みとして、2018年より「ピンクリボンアド
バイザーによるがん教育プロジェクト」をスタートした。 
 
また、アニュアルミーティングや各種研修会など、ピンクリボンアドバイザーの学びと交流の場を数多く設けた。 

２．ピンクリボンアドバイザー 
  アニュアルミーティング 
 

３．ピンクリボンウオーク 
  ハワイ研修会 

５．ピンクリボンアドバイザー認定試験結果 
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１．ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロジェクト 

学校におけるがん教育が始まり、外部講師の活用が推進されている。がん教育により、児童・生徒の健康意識が向上する
とともに、保護者世代の検診受診率の向上にもつながっている。 
一方、ピンクリボンアドバイザーの中で、乳がん経験者は全体の４割。彼女らは、自身の経験を活かして啓発活動をしたい
、社会に貢献したいという気持ちを持っている。 
 
がん経験者の支援にもなり、社会に必要な取り組みとして、2018年より「ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロジェ
クト」をスタートする。がん経験を持ち、がん教育講師としての研修を修了したピンクリボンアドバイザーが、全国の中学校・
高等学校に赴き、それぞれの経験談を通して、生徒の健康意識の向上、未来の検診受診率アップにつなげる。 
 
東京、千葉、神奈川からスタートし、2020年度より全国展開。 
 
●助 成 ： 花王グループ、キヤノンメディカルシステムズ株式会社、株式会社アートネイチャー 
 
 
 
 
●がんでない人も、がんになった人も、すべての人がかけがえのない命を大切 
 にして、自分らしく暮らせる社会の実現を目指す。 
 
●ピンクリボンアドバイザーがん教育認定講師＊が中学校・高等学校に赴き、 
 授業を行う。がんの経験談を通して、生徒の健康意識の向上、未来の検診受 
 診率アップ、がん患者を支えることにつなげる。 
 ＊ピンクリボンアドバイザーの中のがん経験者を対象とした、所定の研修を 
  受講した人が認定される。 
 
●授業を受けた生徒に「ジュニアピンクリボンアドバイザー認定証」を進呈。 
 ジュニアピンクリボンアドバイザーに認定することで、自身の健康、さらに 
 周囲への健康啓発のモチベーションアップを図る。 
 
●保護者世代の健康意識の向上、がん検診受診率アップにつなげる。 
 
●がん経験者がその経験を活かして社会に貢献する様子から、困難を乗り越え 
 自分らしく生きる人生の在り方を伝える。 

ピンクリボンアドバイザーによるがん教育プロジェクト スタート 

授業内容は、文部科学省「がん教育のガイドライン」に基づいて作成。
文部科学省や東京都のアドバイスをいただく。 

シンボルマーク、メッセージ、授業内容の作成に当たっては、ピンクリボンアドバイザー（がん経験者含む）の生の声を反映。多くのピンクリ
ボンアドバイザーの思いが詰まったものに。 

講師は、がん経験を持ち、がん教育講師としての研修
を修了したピンクリボンアドバイザー。 

がん教育（現在）を通して、ピンクリボンア
ドバイザーの経験（過去）が、子どもたち
の命を守ること（未来）へとつながっていく
ことを、タンポポが綿毛を広げ風に運ばれ
るデザインで表現したシンボルマーク。 

 【ねらい】  



●説明スライド                                    ●啓発冊子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●メッセージカード      ●認定証        ●授業展開案               ●実施マニュアル              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●サイト                                                 ●名刺             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● イメージ動画          

【制作物】    

乳がん月間に先立つ9月にプレスセミナーを開催。プロジェクトのねらいや
実施方法などについて説明。メディアの方々、16社22名が参加した。 
 
●日  時     2018年 9月13日                                     
●会  場  御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター   
●内 容 
 ◆開会挨拶／当会理事長 福田護  
 ◆プロジェクトの目的と概要／当会理事 栗橋登志 
 ◆私にしかできないボランティア／ピンクリボンアドバイザー 藤原緑 
 ◆当プロジェクトへの期待、企業が支援する意義／花王㈱ 高内美和 
 ◆がん教育認定講師養成について／当会理事 髙木富美子 
 

 【プレスセミナー】  
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２．ピンクリボンアドバイザーアニュアルミーティング 

ピンクリボンアドバイザー同士の交流と活動の活性化を図ることを目的に、1年に1回
開催するアニュアルミーティング。 乳がんや検診、治療に関する最新情報、各地のピ
ンクリボンアドバイザーのさまざまな活動事例が学べる。 
2回目となる2018年は、4月15日のピンクリボンウオークと連続参加ができるよう、4月
14日に実施した。 
 
アニュアルミーティングの受講や活動発表により、ピンクリボンアドバイザー【初級】【中
級】更新審査/【上級】認定に必要な単位が取得できる。 
ピンクリボンアドバイザー【上級】は、認定期間内（3年間）に1回以上、活動発表をする
ことが、 【上級】更新の要件となる。 
                             
 
●日      時      2018年4月14日(土) 11:00-18:30 (受付10:30)  
                                              
●会      場      がん研究会有明病院(吉田記念講堂・会議室・セミナールーム) 
                     〒135-8550 東京都江東区有明3-8-31 
 
●主      催   認定ＮＰＯ法人乳房健康研究会       
 
●協      賛     グンゼ（株）、(株)アートネイチャー 
 
●対      象    ピンクリボンアドバイザー（初級、中級、上級）、一般の方    
  
●参 加 費  【活動発表】 【教育セミナー】5,400円 
                      【懇親会】5,000円 
 
●参加人数     【活動発表】 【教育セミナー】 109名、 【懇親会】40名 

ピンクリボンアドバイザーアニュアルミーティング2018 

 【プログラム】  

●プレセミナー<昼食付>/「乳がん治療中のセルフケア ～スキンケアと下着について～」  
                          上島進（グンゼ株式会社 QOL研究所企画調査室室長） 
 
●開会挨拶/福田 護 
● 【活動発表】 ピンクリボンアドバイザーの活動を全国の仲間とシェア 
     ※発表者の中から優秀者にはピンクリボンアドバイザーアワードとして活動助成金を進呈 
● 【教育セミナー】 ピンクリボン運動「米国Hawaiiのピンクリボン運動」(逐語通訳付き)      
                  アマンダ スティーブンス/スーザンG.コーメンハワイエグゼクティブディレクター 
               ※内容を編集し「ピンクリボンと乳がんWebセミナー」のコンテンツに追加 
●ピンクリボンアドバイザーアワード2018表彰 
●閉会挨拶  野末 悦子 
 
● 【懇親会】  東京ベイワシントンホテル１階ジョージタウンにて立食パーティ 希望者のみ、自由参加 
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３．ピンクリボンウオークハワイ研修会 

米国ハワイ州ホノルルで開催されるKomen Hawaii Race for the Cure®に参加することを目的とした、3泊5日間のハワイ・
オアフ島ツアーを、2017年に続いて開催した。 
乳がん啓発活動やそのための募金活動を積極的に行なっている米国NPO団体のSusan G. Komen Hawaii®が主催する
このイベントは、サバイバーの方々だけでなくその家族や支援者、そしてイベントをサポートするボランティアたちが、ハワ
イはもとより全米各地から集まり、共に楽しい時間を過ごす。 
16名が今回のプログラムに参加し、同じ目的に向かう多くの方々と交流し、密度の濃い時間を過ごした。 

●主催  ：認定NPO法人乳房健康研究会 
 
●目的 ： 
 １．ウオーク＆ランに参加しながらハワイを楽しむ 
 ２．米国における乳がん啓発活動の実際を体験、学習する 
 ３．米国における乳がん啓発活動ボランティアとの交流をはかる 
 ４．コーメン財団との交流をする 
 ５．日米の‘ピンクリボンウオーク’交換研修の場とする 
 ６．ピンクリボンアドバイザーの研修及び単位取得の機会とする 
 
●日時 ：2018年10月13日（土）成田発～2018年10月17日（水）成田着 
 
●場所 ：ハワイ、ホノルル・カピオラニ公園 
     宿泊ホテル；オハナ ワイキキ マリア 
 
●主なプログラム： 
ハワイのスーザン・G・コーメン財団が行う 
  ランとウオーク＆ラン（コーメン フォー ザ キュア）に参加 
ハワイのボランティアとの交流 
ハワイ大学見学（オプション） 
 
●参加対象： 
ウオークあるいはランに参加できる方 
3泊5日の研修旅行ができる健康状態の方 
ピンクリボンアドバイザーの認定を受けている人、 
   またはピンクリボン運動に理解ある人 
  
●参加費：成田発 209,000円、関空発 219,000円 
 
●参加者数：16名  
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４．ピンクリボンワークショップキャラバン開催 

ピンクリボンワークショップキャラバン 

15周年記念事業として、2015年にスタートしたピンクリボンワークショップキャラバン。各地のピンクリボンアドバイザーが活動
に必要な情報やスキルを身につけることを目的とする。セミナーの部とワークショップの部の二部構成で、中級試験開催地で
順次実施。自己検診、ピンクリボンマップ作成、セミナー講師、患者サポートなどのメニューから、各地域の要望を考慮して内
容を決定する。2018年は、大阪（2月）、東京（5月）、福岡（11月）で開催した。 

日本を代表するピンクリボン企業「ワコール」社（京都）を訪れて、製品づくり  から、社会貢献活動までを学ぶ研修会。デー
タに基づくモノづくり、バストを計測するワーク、高度な計測技術を誇る島津製作所のランチセミナ―などを通して、京都に
根付く企業が大切にする技術とピンクリボンを学ぶ。ピンクリボンアドバイザーを中心に50名が参加した。 

      
●日程：2018年9月22日（土）10：00～16:00 
●共催：認定ＮＰＯ法人乳房健康研究会、株式会社ワコール 

ワコール新ビル見学研修会 

乳がん検診で用いる医療機器マンモグラフィや超音波装置を製造す
るキヤノンメディカルシステムズ見学と、温泉に宿泊してピンクリボン
活動の実際を学び合う1泊2日の研修会。 2014年に始まり、5回目を
迎える。今回はピンクリボンアドバイザー７名、認定試験受験予定者1
名、講師・スタッフ６名の合計14名が参加した。 
 
工場では、マンモグラフィ装置の仕組みを学び、医療機器の製造ライ
ンを見学。ワークショップでは、がん教育の開始に向けて、ピンクリボ
ンアドバイザーが子どもたちに伝えたいことをテーマに話し合う。その
成果は、がん教育の内容やメッセージコピーなどに活かされている。 
 
●日程： 2018年6月15日（金）～16日（土）   ＜1泊2日＞ 
●協力：キヤノンメディカルシステムズ株式会社 
●宿泊：かんすい苑覚楽（ピンクリボン温泉ネットワーク） 

マンモグラフィ工場見学＆活動実践研修会  

大阪（2018年  月） 
テーマ：ピンクリボンマップ 

東京（2018年5月） 
テーマ：セミナー講師 

福岡（2018年11月） 
テーマ：セミナー講師 

がん教育スタートきっかけに、
講演デビュー講座を開始。発
声や講師の心構えを学ぶ。 
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５．ピンクリボンアドバイザー認定試験結果 

2018年12月に第７回試験を実施。 【初級】は、申し込み2,216名、合格者1,918名、 【中級】は申し込み429名、
合格者333名。 

2018年は上記のほかにサテライト【初級】【中級】の試験を企業で行い、2019年1月現在のピンクリボンアド
バイザーは延べ【初級】11,798名、【中級】2,264名、【合計】14,062名となった。 

第７回認定試験により、ピンクリボンアドバイザーは延べ14,000人超に 

2108年度実施サテライト試験 
実施企業：株式会社アートネイチャー   初級合格：113名 中級合格：12名 

【第７回 初級合格者データ】 【第７回 中級合格者データ】 

■職業：医療関係の割合が減り、会社員等が増えた ■職業：会社員等の比率が医療関係者を上回った 

■男女比：女性が9割を占める    ■男女比：初級と同様に女性が約9割近くを占める                          

■年齢：平均41.1歳 ■年齢：平均年齢43.6歳、初級より高め 
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第１７回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア ピンクリボンウオーク２０１８ 

日本で初めてブレストケアウオーク＆ランを開催した乳房健康研究会。医療従事者と一般女性のコミュニケーション強化を図
ることにより、正しい情報を伝達することを目的として、多岐にわたるイベントを開催・協力している。 
ホームページでは、乳がんの的確な情報を提供。さまざまな媒体からの情報提供の依頼や取材が増えており、乳房健康研究
会の情報が信頼されていることがうかがえる。各種啓発ツールも多方面で活用されている。 
 

自己管理の重要性をテーマに乳がん情報を発信 

１．コミュニケーション強化と的確な情報提供                  2018年 

■日時： 2018年4月15日（日） 9:00～14:00  
■場所：お台場シンボルプロムナード公園 

 
乳がんについて考えるきっかけになってほしい…。そんな思いからスタートした「ピンクリボンウ
オーク」。１７回目は、お台場を舞台に、潮風の中を歩く爽やかなウオーキング大会を企画した
が、当日の強風荒天により安全確保のため中止となった。 

ステージイベント 

ブースイベント 

参加型イベント 

【ピンクリボンウオーク2018 in 昭和女子大学】 

ピンクリボン団体、アドバイザーによるステージ 
ブレストケアトーク 
ピンクリボンクイズ大会 
抽選会 
昭和女子大学 部/サークルによるステージショー 

ピンクリボンアドバイザーによる体験コーナー 
フェイスペイントなどのブース 
全国NPO団体のブース 
技師会ブース（啓発） 
ピンクリボンカフェ    キッチンカー 

ピンクリボンガーランド 
※ゼッケンを利用 

■日時： 2018年7月8日（日）12:00〜15:00 

■場所：昭和女子大学（学園本部館３F）  

 

中止となったウオークの代替イベントとして、乳がんに関
する情報と一人ひとりの思いや祈りが届くよう、 ゼッケン
を持ち寄り、思いを分かち合えるような機会を設けた。昭
和女子大学の施設で新しい発信と、参加者の皆様とやさ
しい社会づくりを目指した。  

 



乳がんの的確情報の提供とともに、今年取り組んださまざまな活動を紹介し
ているホームページ。検査設備が整った施設の情報を更新し、施設名から
検索できるようになった。また、ピン クリボピンと乳がんWEBセミナーの講座
内容を一部変更した。 

信頼される乳がん情報、充実した啓発ツール 

【さまざまな啓発ツール】 

専門家に乳がん早期発見の大切さを伝えることにより、それぞれの専門家に乳がん啓発活動の一端を担ってもらうた
め、学会・研究会や各地の市民公開講座等へ出展。講師の派遣、乳がん啓発ブースの設置、啓発ツール紹介、チャリ
ティグッズの販売をおこなう。 

学会・研究会へ出展し、ツールを紹介 

■啓発リーフレット ■書籍                      ■シャワーカード     

乳がんの啓発ツールやチャリティグッズ（書籍、パンフレット、シャワーカード、ＤＶＤ、切手、ピンクリボンバッジなど）を
作成しホームページで販売しており、各方面で活用されている。最近は、さまざまな企業がオリジナルのピンクリボン啓
発ツール制作をおこなっている。 
雑誌、新聞、テレビ、インターネットなどのさまざまな媒体からの情報提供の依頼や取材が増えており、乳房健康研究
会の情報が信頼されていることがうかがえる。 

出展 会期 会場

日本乳癌学会 5月16日～19日 国立京都国際会館

日本乳癌検診学会 11月23日～24日 大阪国際会議場

http://www.breastcare.jp/tool/13.html
http://www.breastcare.jp/tool/12.html


全国各地のピンクリボンイベントに協力し、イベント共催、講師の派遣、ブース出展、啓発パネル貸し出しなどを精力的に行う。 

各地のピンクリボン活動をサポート 

 ピンクリボンの裾野を広げる 

２．関連NPO団体や企業との連携“ピンクリボンネットワーク”       2018年 

正しい乳がん情報を広く普及するために乳がん啓発活動に関わるＮＰＯや各種団体、企業との連携事業を展開。 

企業とのタイアップ 

協賛や直接的な寄付に加えて、広報・販売促進活動の中で社会貢献活動を行う「コーズ・リレイティッド・マーケティング」
による支援も増加している。乳房健康研究会は主としてコンテンツを提供。企業の告知力・コミュニケーション力により、正
しい乳がん情報が広く普及していく。 

企業 内容

アスクル オリジナル紙コップの売り上げの一部を寄付

イーグルリテーリング エアリーブランドの売り上げの一部を寄付

川辺 ママバッグの売り上げの一部を寄付

花王グループ 海外での店頭活動

カネボウ化粧品 カネボウスキングロスウオーターの売り上げの一部を寄付

きむら食品 杵つきもちの売り上げの一部を寄付

クロスカンパニー ギフトショップMaison de FLEURの対象商品の売り上げの一部を寄付

佐藤食品工業 鏡餅、切り餅の売り上げの一部を寄付

サミット株式会社 桜の季節「ピンクウィーク」にセール対象商品1点につき1円を寄付

シグマスタッフ 派遣社員へ乳がん啓発。登録人数に応じて寄付

ジャパンビバレッジ 自動販売機の売り上げの一部を寄付

スリーエムヘルスケア 聴診器等の売上の一部を寄付

東京コカ・コーラボトリング 自動販売機の売り上げの一部を寄付

日本ホールマーク 母の日カードの売り上げの一部を寄付

鳴海製陶 フェリシータシリーズの売り上げの一部を寄付

ナショナルベンディング 自動販売機の売り上げの一部を寄付

ヌーヴ・エイ 店頭での募金による寄付

三越伊勢丹 ピンクリボンバッジ運動による寄付

ミュゼプラチナム
薬用スムーススキンコントロール ミルクローション モイストプラスの

売り上げの一部を寄付

ユナイテッドアローズ
対象商品やオリジナルピンクリボングッズの売り上げ一部、リサイク

ルキャンペーンによる売却費を寄付

ワコール フィッティングキャンペーン、ピンクリボン検定による寄付

ほか多数

時期 イベント

1月 「あなたの胸守ってますか？」～乳がん体験者だからこそ伝えたい～（京都市）

3月 乳がん検診を受けましょう　（沖縄県宮古島市）

つくばピンクリボンフェスティバル２０１８

「あなたの胸守ってますか？」～乳がん体験者だからこそ伝えたい～（京都市）

にじいろフェスタピンクリボンコーナー（福島市）

大丸松坂屋　母の日キャンペーン

6月 米子ピンクリボンフェスタ2018

ガンを知る展（株式会社日本郵便　南大和郵便局）

ピンクリボンフェスと2018in函館

ピンクリボンふじさわ　LOVE ONE'S　FOR～受けてみよう乳がん検診～

墨田区がんパネル展

ピンクリボンin東京

ピンクリボンフェスティバル

～ピンクリボンスマイルウォーク・シンポジウム　（東京、神戸）

ピンクリボン愛知２０１８in一宮西病院

羽咋ふくしまつりブース出展

輝くいのちの贈りもの～家族の笑顔を結ぶピンクリボン～　（四日市）

ピンクリボン京都スタンプラリー＆ウオーク

がん検診週間「がん検診運動＋放射線展+ピンクリボン運動」（茨城県つくば市）

ピンクリボン　in　郡山

１１月 恋びより「ピンクリボン運動」コラボ企画

東京ウィメンズ陸上２０１８

市民公開講座「正しく知ろう乳がんのこと」（愛知県稲沢市民病院）

乳がんを知ろう～なぜ検診が必要なの?～（神奈川県大和市）

12 LAKES　ウーマンデー　「ピンクリボンゲーム」（近畿健康管理センター）

10月

９月

5月

４月



乳房健康研究会のあゆみ 

●５月 乳房健康研究会発足 

●９月 第1回セミナー「もっと乳がんを知ろう」開催（東京・プラザエフ） 

■乳房健康研究会設立メンバー 
２０００年春、日本女性の乳がんによる死亡数低
下を願い、４人の医師が集まり発足した。 
 

２０００年 

■出版、啓発ツール制作 
 『20歳を過ぎたらブレストケア』を
出版以降、マンモグラフィの特
徴や撮影方法などをわかりやす
くまとめた「マンモグラフィQ&A」
、乳がんの基礎知識をまとめた
「乳がんQ&A」などの啓発ツール
を制作し、さまざまなルートで活
用していただいている。 

● ３月 『20歳を過ぎたらブレストケア』出版 プレスセミナー開催（東京） 

● ７月 乳癌最新情報カンファランス会場にてピンクリボンバッジ運動スタート 

● ９月 第2回セミナー「乳がん早期発見のための取り組み～女性医療と乳がん～」開催
（東京・プラザエフ） 

●全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

 

■ピンクリボンバッジ運動 
アメリカで乳がん啓発のシンボル
マークとして広く知られているピン
クリボン。このバッジを多くの方々
につけていただくことで、乳がん
の早期発見をよびかけている。 
 

２００１年 

● ３月 第1回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア開催（東京・国営昭和記念公園） 

● ９月 第1回ウオーク フォー ブレストケア開催（東京・お台場） 

● ９月  「マンモグラフィQ&A」制作 

● １２月 東京ミレナリオ沿道にて「ピンクリボンプラザ」開設 

● １０月～翌年１月 乳がん検診のバリア調査(一般女性） 

● １１月 乳がん検診のバリア調査（全国自治体） 

●全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

 

■ウオーク＆ランの開催 
一般女性、乳がん経験者、
男性も子どもも参加できるウ
オークやラン。アメリカで広く
おこなわれているこのような
乳がんイベントを日本で初
めて開催した。サブイベント
としてマンモグラフィ検診や
乳房健康相談、ブレストケア
トークなどをおこない、楽し
い中にも乳がんの正しい知
識を持っていただけるような
内容で、医療従事者と一般
女性のコミュニケーションを
深めている。 
 

２００２年 

● ２月 内閣府より特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）認証 

● ３月 第2回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・国営昭和記念公
園） 

● ４月 第3回セミナー「なぜ検診に行かないの？乳がん検診のバリアをなくそう」開催
（東京・ヤマハホール） 

● ５月 ウオークフォー ブレストケア 2003 大阪 開催（大阪・大阪城公園） 

● ８月 「乳がんQ&A」制作 

● ９月 ピンクリボンウオーク2003開催（東京・代々木公園） 

● １０月 朝日新聞社主催「ピンクリボンフェスティバル」（東京・六本木ヒルズ）への支援 

● １１月 第13回日本乳癌検診学会（群馬）にて乳がんのバリア調査報告ならびにピンク
リボン運動出展 

● １１月 米国の乳がん啓発団体「スーザン・Ｇ・コーメン・ブレストキャンサー・ファンデー
ション」 とタイアップしてプレスセミナーを開催 

●全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■乳がん検診のバリア調査 
乳がんの基礎的な資料整備のため、企業、行政、団
体のご協力をいただきながら、乳がんに関する調査
の設計、実施、データの公表をおこなっている。 
２００２～３年には、乳がん検診受診率がなぜ低いの
かを探る「乳がん検診のバリア調査」を実施。全国
３，２４７自治体と一般女性(東京、愛媛）への
調査をおこない、自治体の乳がん検診の考え方や
実態や女性たちの検診意識を明確化した。この調
査はたびたびメディアでも取り上げられている。 
 

２００３年 

野末悦子 

コスモス女性クリニック
院長 

霞 富士雄 

順天堂大学医学部
附属順天堂医院  
乳腺センター長 

福田 護 

聖マリアンナ医科大学
ブレスト＆イメージング
センター院長 

島田菜穂子 

ピンクリボンブレスト
ケアクリニック表参道 

院長 



● ２月 『すべての女性にブレストケア』出版 

● ３月 第３回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京都・国営昭和記念公園） 

● ８月 三重県乳がんプロジェクトの一環の県民公開講座を支援 

● ９月 マンモグラフィ講習会を開催（東京） 

● １０月 関西国際空港１０周年記念ピンクリボンウオーク関空２００４ 開催 

（大阪・関西国際空港） 

● １０月 「チャートでチェック！乳がん検診 私はどこに行ったらいいの？」
「ブレストケアと乳がん検診についてお話しましょう」作成 

●全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■信頼できる乳がん検診情報の提供 
活動開始から５年目、ＮＰＯ法人化２年目の２００４年は
さらに戦略的な活動を本格化。「信頼できる乳がん検診
情報の提供」をテーマに、乳がん検診受診率アップの
ためのさまざまな活動を展開した。制作物では「すべて
の女性にブレストケア」を出版ほか、検診施設の選び方
のチェックチャートを作成しホームページでも紹介。 
 

２００４年 

ピンクリボンウオーク関空で
日本初!ピンクリボン人文字 

乳がん検診が初めての人への
ナビゲーションとなる１冊 

● １月 マンモグラフィ講習会を開催（三重、久留米） 

● ３月 第４回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京都・国営昭和記念公園） 

●６～７月 「乳がん検診は今」調査実施（一般女性、都道府県、自治体、健保組合対象） 

● ８月、９月 三重県乳がんプロジェクトの一環の市民公開講座（四日市）を共催 

● ９月 プレスセミナーを開催、「乳がん検診は今」調査結果発表（東京） 

● １１月 日本乳癌検診学会（京都）にて「乳がん検診は今」調査結果発表 

● １１月 市民公開講座（京都）にて「乳がん検診は今」調査結果発表 

● １２月 マンモグラフィ講習会を開催（東京） 

●全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■「乳がん検診は今」調査 
２００２～３年の「乳がん検診のバリア調査」の時点から、
わが国の乳がん検診をとりまく状況は大きく様変わりし
た。今日の状況と課題を把握する目的で「乳がん検診は
今」プロジェクトを立ち上げ、日本の乳がん検診を網羅す
る4つの調査を実施した。 

２００５年 

● ３月 第５回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・潮風公園） 

● ４月 ITEM（医学放射線学会・放射線技術学会）市民公開講座（横浜）支援 

● ５・６月 マンモグラフィ講習会を開催（鹿児島） 

● ６～１１月ノバルティス乳がん検診キャラバン（北海道、宮城、東京、愛知、大阪、福岡） 

● ９月・１１月・翌年１月 乳がん検診受診率向上実践セミナー開催（東京） 

● １０月 ピンクリボンハッピーチャレンジ「ランチセミナー」（センチュリーハイアット東京） 

● １０月 順天堂乳腺センター市民公開講座 支援 

● １１月 ピンクリボンハッピーチャレンジ「文化放送ミスＤＪリクエストパレード」 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■乳がん検診をもっと身近なものに 
２００５年調査を受けて、乳がん検診をもっと身近に
感じてもらうための活動に新たに取り組んだ。 
 

２００６年 

ノバルティス乳がん検診
キャラバン 
 
 

ピンクリボン 
ハッピーチャレンジ 

乳がん検診受診率向上
実践セミナー 

● ２月 日本乳癌画像研究会（東京）に出展 

● ３月 順天堂乳腺センター市民公開講座 （東京） 支援 

● ６～１１月ノバルティス乳がん検診キャラバン（熊本、愛媛、岡山、北海道、山形、茨城、東京） 

● ９月 プレスセミナーを開催、「一般女性意識行動調査」結果発表（東京） 

● １１月 乳がん検診受診率向上実践セミナー開催（大阪） 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■乳がん検診受診率５０％に向けて<一般女性意
識行動調査> 
２００７年は、同年６月にがん対策基本計画に
「乳がん検診受診率５０％」との目標が盛り込ま
れたことを受け、NPO法人として実現に向けての
活動の方向を探るための３度目の調査を実施した。 
  

２００７年 



● １月 マンモグラフィ講習会を開催（鹿児島） 

● ３月 第７回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ４～11月ノバルティス乳がん検診キャラバン（長崎、広島、高知、山梨、岩手、北海道、
千葉） 

● ５月 hideメモリアルサミット 

● ９～１１月 Ｏｖｅｒ ｔｈｅ ピンクリボン企画 

● １０月 ピンクリボンプラザ＠表参道ヒルズ、ピンクリボンプラザ＠四日市 

● １０月 「Breast Cancer Global Congress」に参加 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■ 「ピンクリボンプラザ」開催 
検診受診率アップの為には、女性の日常生活に密着
した場所での啓発が大切と考え、東京・表参道ヒルズ
、三重・四日市北イオンショッピングセンターで「ピンク
リボンプラザ」を開催。乳がんに関する正しい知識や
、一人一人に合った情報を紹介し、乳がん検診・診療
への行動を促した。また、乳がん検診や診療につい
て気軽に相談でき、生涯にわたり健康のサポート役と
なる乳房の主治医「ピンクリボンドクター」を見つける
ヒントを提供した。 

２００８年 

● ３月 第８回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ４～1０月 ノバルティス乳がん検診キャラバン（福岡、山口、奈良、三重、神奈川、
香川、大阪、青森、秋田） 

● １０月 ピンクリボンプラザ＠新宿を開催 

● １０月 マンモグラフィ講習会を開催（東京） 

● １１月 日本乳癌検診学会（東京）で調査結果発表 

● １１月 プレスセミナーを開催 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

２００９年 

■ 「ピンクリボンプラザ＠新宿」開催 
検診に行きたいと思っている女性の疑問や不安を解
消し、すぐに具体的に役立つ情報の提供を行うことを
目的に、乳がん検診について知りたい内容をコンパ
クトに整理して提供した。 
セミナーでは、乳がん検診の基礎についての講演と
自己検診の方法とマンモグラフィの撮影方法のデモ
ンストレーションに続き、中井美穂さんをゲストに迎え
てパネルデイスカッションを行った。 
 セミナーの模様は、新宿駅前の「アルタビジョン」で
も放映された。 

● ３月 第９回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ５月 ノバルティス乳がん検診キャラバン（大手町、新宿） 

● ５月 マンモグラフィ講習会を開催（福岡） 

● ５月 日本超音波検査学会（大阪）に出展 

● ６月 日本乳癌学会（札幌）に出展 

● ９月 PINK RIBBON GLOBAL CONFERENCE 2010 開催 

● ９月 マンモグラフィ講習会を開催（熊本） 

● １１月 日本乳癌検診学会（福岡）に出展 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

２０１０年 

■PINK RIBBON GLOBAL CONFERENCE 2010  

設立10周年を記念して、東京で日本初のピンクリボン

カンファレンス開催した。米国、韓国をはじめ国内外

から最先端の講師を招き、全国から集まった32のピ

ンクリボン団体、延べ500人近い参加者とともに活発

な議論が交わされた。 

● ４月 すみだピンクリボン コミュニティキャンペーン （東京・墨田区）スタート 

● ５月   認定NPO法人の認可を受ける 

● ９月 日本乳癌学会（仙台）出展 

● ９月 プレスセミナーを開催、「一般女性意識行動調査」結果発表（東京） 

● １０月 ピンクリボンウオーク ｉｎ すみだ（東京・錦糸公園） 

● １０月 日本乳癌検診学会（岡山）出展 

●１１月 ピンクリボンでつなぐ絆プロジェクト in 南三陸（宮城）開催 

●１１月 鹿児島撮影技師更新講習会、鹿児島読影更新講習会を開催 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■すみだピンクリボン コミュニティキャンペーン 
ピンクリボン運動を継続・高めるための新しいスタート

となる２０１１年は、乳がん検診の受診率を上げると

いう課題に向かって、行政、医療機関、各種団体、地

域企業、地域メディアとともに協働する体制づくりに

取り組む。 

  

２０１１年 



● １月～ すみだピンクリボン コミュニティキャンペーン （東京・墨田区、前年より継続） 

● ３月 第１１回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ６月 日本乳癌学会（熊本）出展 

● ９月 ピンクリボン運動自治体担当者会議 

● ９月 ピンクリボンウオーク ｉｎ すみだ（東京・錦糸公園） 

●１１月 日本乳癌検診学会（沖縄）出展、すみだの事例を発表 

●１１月 ピンクリボンカフェ in 郡山 

● ６～７月 ピンクリボンでつなぐ絆プロジェクト in 南三陸 乳がん検診助成 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

■すみだピンクリボン コミュニティキャンペーン 
行政、医療機関、各種団体、地域企業、地域メディアと

ともに協働する取り組み［ピンクリボン エリアキャン

ペーン］を2012年も継続展開。乳がん検診受診率向上

の成功モデルを完成させるとともに、墨田区のメニュー

と成功事例を全国に広める活動にも取り組んだ。 

  

２０１２年 

                                              

● ３月 第１２回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園）  

● ６月 日本乳癌学会（浜松）  

● ８月 日本看護管理学会（東京） 

● ９月 日本糖尿病教育・看護学会（横浜）   

● ９月 プレスセミナーを開催 

● １１月 ピンクリボンプラザ in 岩手 ～東北の女性の元気とキレイを応援～ 

● １１月 日本乳癌検診学会（東京） 

● １１月 医療の質安全学会（東京） 

● １２月 第１回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

２０１３年 

■ピンクリボンアドバイザー制度スタート 
検診を広げ、乳がんにやさしい社会を目指す「人」を
たくさんつくることを目的に、 2013年、 「ピンクリボン
アドバイザー制度」を創設。人と人のつながりを大切
にしながら乳がん検診を推進する「友だちアクション」
により乳がん検診啓発の輪を広げていく活動をスタ
ートさせた。 

● ３月 第１３回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園）  

● ７月 第２回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

● ７月 日本乳癌学会（大阪） 

● ８月 マンモグラフィ工場見学 那須・鬼怒川研修会 

● ９月 日本看護学会ー看護教育ー学術集会（新潟） 

● ９月 日本糖尿病教育・看護学会（長良川国際会議場、他) 

● １０月 日本看護学会 在宅看護(山形テレサ) 

● １０月 日本看護学会 精神看護（キッセイ文化ホール） 

● １０月 日本看護学会 急性期（パシフィコ横浜） 

● １１月 日本乳癌検診学会（ベイシア文化ホール） 

● １２月 第３回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

２０１４年 

■ピンクリボン友だちアクション 
2013年12月の第1回認定試験を受けて、2014年2月
に初のピンクリボンアドバイザー2,069名が誕生し、各
地で活動をスタート。また、楽しく歌って踊りながら「
自己検診」を啓発する、新しい参加型のツール『ピン
クリボン体操 第１』を開発。人と人のつながりを大切
にしながら乳がん検診を推進する「友だちアクション」
により、乳がん検診啓発の輪が広がっている。 

● ２月 ピンクリボンアドバイザー専用サイトをリニューアル  

● ４月 第１４回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ６月 第2回マンモグラフィ工場見学＆活動実践研修会 

● ６月 一般女性意識行動調査 

● ７月 日本乳癌学会（東京国際フォーラム） 

● ９月 PＩＮＫ ＲＩＢＢＯＮ ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ ２０１5 

● １０月 ピンクリボンセミナー in Mie 

● １０月 日本乳癌検診学会（つくば国際会議場） 

● １１月 第１回ワークショップキャラバン（大阪／自己検診） 

● １２月 第４回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

● 全国各地でピンクリボンバッジ運動を出展 

２０１５年 

■乳がん罹患者１０万人時代に向けて 
毎年、新たに10万人に乳がんが見つかる時代を迎え
、私たち一人ひとりは何をすべきか。 
乳房健康研究会設立15年目となる2015年は、「PＩＮＫ 
ＲＩＢＢＯＮ ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ 2015」を開催。多面的
な視点から2020年に向けてやるべきことを考えた。 
ピンクリボンアドバイザーは、地域のピンクリボン活動
のリーダーとして精力的に活躍している。 



● ２月 ワークショップキャラバン（福岡／自己検診） 

● ３月 第１５回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ４月 ピンクリボンと乳がんWebセミナー開講 

● ５月 ワークショップキャラバン（東京／ピンクリボンマップ作成） 

● ６月 第３回マンモグラフィ工場見学＆活動実践研修会 

● ６月 日本乳癌学会（東京）出展 

● ９月 ピンクリボンアドバイザー【上級】認定研修会 

● ９月 ワークショップキャラバン（札幌／自己検診） 

● ９月 ピンクリボンでつなぐ絆プロジェクト2016  ピンクリボンプラザ in 仙台                            

● １０月 ワコール新ビル見学＆ピンクリボン京都スタンプラリー 

● １１月 日本乳癌検診学会（久留米）に出展 

● １２月 第５回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

■ピンクリボンアドバイザー【上級】誕生 
乳がん検診や乳がんを取り巻く環境改善のために、教

育、指導、社会活動を主導するピンクリボンアドバイ

ザー【上級】の初の認定審査を実施し、47名が認定さ

れた。 

2016年はピンクリボンアドバイザーの学びの場となる

Webセミナーを開講するほか、各地でワークショップ

キャラバンを開催。  

２０１６年 

● ２月 ワークショップキャラバン（広島／患者サポート） 

● ３月 第１６回ミニウオーク＆ラン フォー ブレストケア 開催（東京・日比谷公園） 

● ５月 ピンクリボンアドバイザーアニュアルミーティング2017 

● ６月 第４回マンモグラフィ工場見学＆活動実践研修会 

● ７月 日本乳癌学会（福岡）出展 

● ９月 ピンクリボンアドバイザー【上級】認定研修会 

● ９月 ワークショップキャラバン（仙台／患者サポート） 

● ９月 ピンクリボンプラザ in 大阪  

● １０月 第２回ワコール新ビル見学＆ピンクリボン京都スタンプラリー 

● １０月 ピンクリボンウオークハワイ研修会 

● １１月 ワークショップキャラバン（愛知／企画書作成） 

● １１月 日本乳癌検診学会（徳島）に出展 

● １２月 第６回ピンクリボンアドバイザー認定試験 

２０１７年 

■アニュアルミーティング開催 
ピンクリボンアドバイザー同士の交流と活動の活性
化を図ることを目的に、1年に1回行うアニュアルミー
ティングを、2017年に初開催した 
また、2017年は、米国ハワイ州ホノルルで開催される
Komen Hawaii Race for the Cure®に参加することを
目的とした、3泊5日間のハワイ・オアフ島ツアーを開
催した。 



■理事長  

野末 悦子 

久地診療所医師 
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センター院長 
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■理事 
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 聖マリアンナ医科大学  

ブレスト＆イメージング
センター 診療放射線
技師 

嶋森 好子 

岩手医科大学 

看護学部長 

 

鈴木 久美 

大阪医科大学 

看護学部教授  

土井 卓子 

湘南記念病院乳がん
センター 

乳がんセンター長 

 

津川 浩一郎 

聖マリアンナ医科大学  

外科学 

乳腺･内分泌外科教授 

中村 清吾 

昭和大学医学部  

乳腺外科部門 

主任教授 

畠山 雅行 

髙木 富美子 

認定NPO法人 

乳房健康研究会 

事務局 

山内 英子 

聖路加国際病院 

乳腺外科部長・ 

ブレストセンター長 

 

中原 敬和 

 

労働衛生コンサルタン
トオフィス畠山 

■副理事長 

■理事 

■理事 

■理事 

■監事 

認定NPO法人乳房健康研究会 理事一覧 

西川 徹 

昭和大学横浜市 

北部病院 外科講師  

■理事 

栗橋 登志 

しんゆりリボンズハウス 

副会長 

大野 真司 

がん研究会有明病院 

乳腺センター長 

阿部 恭子 

東京医療保健大学 

千葉看護学部 

臨床看護学領域 

教授 



 
 
■ピンクリボンブレストケア募金 
 当会の年間を通じた活動全般を支援 
 〇支援方法：寄付金や募金箱・チャリティーオークションなどでの募金を寄付。 
 
 
■ピンクリボンバッジによる寄付 ＜ピンクリボンバッジ運動＞ 
 ピンクリボンバッジによる早期発見啓発活動とピンクリボン運動への寄付を一体化 
 〇支援方法：５００円以上の寄付につき、１つのピンクリボンバッジセットを贈呈。 
   
 
■協賛 
 調査、イベントなど大規模な主催事業に対する協賛 
 〇支援方法：協力企業・団体へのお願い事項を確認のうえ、事務局にお問合せください。 
 事務局が企画内容と協賛メニューを提案。 
 
 
■ピンクリボンパートナー 
当会とともにピンクリボン運動による社会貢献を始めたい企業・団体が気軽に利用できる、１年更新のプログラム。 
ピンクリボンパートナーとして登録いただくと、ピンクリボンマークやロゴマーク、啓発ツールなどをご提供。 
【寄付額】 年間20万円以上の寄付、または35万円以上のピンクリボンバッジによる寄付 
〇支援方法：協力企業・団体へのお願い事項を確認のうえ、ピンクリボンパートナー申込書を提出ください。 
 
 
■タイアップ 
企業・団体がピンクリボン運動による社会貢献を実現するためのタイアップ企画。企画段階からのオリジナルプログラム
開発や企業・団体の提案企画の実施など。 
【タイアップ例】 
 ①啓発キャンペーン 女性顧客啓発のためのオリジナルツールの作成、当会啓発ツールの活用 
 ②商品販売キャンペーン ピンクリボン運動への協力を表示した商品の販売、売上金の一部を寄付 
 ③応募キャンペーン 懸賞応募はがきなどの枚数に応じた寄付 
 ④ポイント提供 顧客にポイントを加算、顧客がポイントを利用して当会に寄付 
 ⑤イベント開催 チャリティイベント開催による寄付 
 ⑥クリックキャンペーン HP上に乳がん啓発ページを作成し、クリック数に応じて寄付 
〇支援方法：協力企業・団体へのお願い事項を確認のうえ、事務局までお問合せください。 
 
 

 

 

 

ピンクリボン サポート プログラム 

乳房健康研究会を支援するプログラム 

 
 乳がん検診を受ける、早期発見の大切さを伝える。ピンクリボン運動に企業・団体や個人が気軽に参加してい
ただくために、受診率向上を目的としたさまざまな活動へのサポートプログラムを提案。主なプログラム5種類に
ついて、特徴や具体的な支援方法をまとめた。 



発行：認定特定非営利活動法人 乳房健康研究会      発行日：２０１９年４月 

事務局：〒104-0045 中央区築地1-4-8 築地ホワイトビル1002    TEL : ０３－６２７８－８７２０   FAX：０３－３５４５－６５４５ 

2018年 主な協賛・寄付・啓発ツール活用法人および団体（50音順） 

 ﾋﾞｭｰﾃｨｰｻﾛﾝ ﾗ･ﾗﾋﾟｽ 株式会社ヌｰｳﾞ･ｴｲ
JR北海道ﾎﾃﾙｽﾞ株式会社 株式会社ﾊｰﾏﾝ
SHO‐BI株式会社 株式会社ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄﾜｰｸｽ
TAD三芳株式会社 株式会社ﾍﾙｽｶﾝﾊﾟﾆｰ
ｱｲﾝｽﾞ株式会社 株式会社ほけんのぜんぶ
ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 株式会社ﾐｭｾﾞﾌﾟﾗﾁﾅﾑ
ｱｽｸﾙ株式会社 株式会社ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ
一般社団法人日本家族計画協会 株式会社ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｱﾛｰｽﾞ
ｴｲﾂｰﾍﾙｽｹｱ株式会社 株式会社ﾕﾆｵﾝｱﾙﾌｧ 
ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社 協賛金 ｳｫｰｸ 株式会社ﾘﾍﾞﾙﾀ
ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ株式会社 株式会社ﾙｯｸ
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊｲｱｯﾄ福岡 株式会社ﾚｵﾊﾟﾚｽ21
ｸﾞﾝｾﾞ株式会社 株式会社ﾜｺｰﾙ
ｺｶｺｰﾗﾎﾞﾄﾗｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 株式会社ﾜｯﾄﾏﾝ
ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ株式会社 株式会社三越伊勢丹
ｻﾐｯﾄ株式会社 株式会社社会保険出版社
ｻﾗﾔ株式会社 株式会社新潟三越伊勢丹
ｼｰﾒﾝｽﾍﾙｽｹｱ株式会社 株式会社仙台三越
ｼﾞｪｸｽ株式会社 株式会社千趣会
ｼﾞｬｻﾞｻｲｽﾞ大阪府富田林市 株式会社大京
ｽﾘｰｴﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 株式会社東京ｳﾞｧﾝﾃｱﾝ
ﾃｨｱﾝﾄﾞﾃｨﾀｳﾝﾌｧｰﾏ株式会社 株式会社桃谷順天館
ﾅﾁｭﾗﾙ株式会社 株式会社日本ﾎｰﾙﾏｰｸ
ピンクリボンブレストケアクリニック表参道 株式会社函館丸井今井
ﾎﾟｰﾗｵﾙﾋﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟ健康保健組合 株式会社良品計画
まつもとｸﾘﾆｯｸ 宮田建設株式会社
有限会社ｽﾀｲﾙﾊﾞｲｸ 佐藤食品工業株式会社
ﾘｺｰﾘｰｽ株式会社 市立函館病院
医療法人健仁会益子病院 順天堂大学
一般社団法人日本ｴｽﾃﾃｨｯｸ協会 上州女神輿同好会
一般社団法人日本家族計画協会 新宿区
花王株式会社 川辺株式会社
株式会社Waja 損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ日本興亜ひまわり生命保険株式会社
株式会社ｱｰﾄﾈｲﾁｬｰ 太陽生命保険株式会社
株式会社ｱﾃﾞﾗﾝｽ 大鵬薬品工業株式会社
株式会社ｲｰｸﾞﾙﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ 中外製薬株式株式会社
株式会社うさぎもち 東京海上日動ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ株式会社
株式会社ｶﾈﾎﾞｳ化粧品 東京新橋ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ
株式会社ｸｵｰﾚ 東京都
株式会社ｸﾞﾛｰｳｨﾝｸﾞ 日鉄住金ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ八幡株式会社
株式会社ｺﾔﾏﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ 日本ﾒｼﾞﾌｨｼﾞｯｸｽ株式会社
株式会社ｼｸﾞﾏｽﾀｯﾌ 日本健康倶楽部
株式会社ｼﾞｬﾊﾟﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ 日本生命保険相互会社
株式会社ｼﾞｬﾊﾟﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 富士ﾌｲﾙﾑ株式会社
株式会社ｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 墨田区 
株式会社ｽﾄﾗｲﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 鳴海製陶株式会社

他、多数


